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「学生による高齢者とのスポレク交流会」の省察 

 

佐 貫 綾 乃  

 

要旨 本事業は、青森県教育庁による「みんなが主役！スポーツで健康づくり事業」の一環であ

り、高齢者に対して継続的にスポーツや運動をする機会を提供し、スポーツや健康に対する意欲

を高め、スポーツを通じた健康づくりをすることを目的としている。学生が主体となり、スポー

ツ・レクリエーション等を通して、健康づくりをアドバイスする異世代交流会を実施するととも

に、交流会終了後も高齢者が継続的に運動に取り組めるよう、リーフレットを作成し、参加者や

老人クラブ等に配付するという内容である。本稿では、今年度の事業内容全体を省みながら、指

導者としての資質に着目し、運動指導において学生自身がどのような資質・能力が必要であると

捉えているかを明らかにすることで、本事業の記録および今後の学生指導の一助とすることを目

的としている。 

 

1．はじめに 

 青森県の報告によると 1)、平成30年10月1日現在の本県の人口は1,262,815人で、前年に比

べ 15,766 人（1.23％）の減少となった。そのうち 65 歳以上人口（老年人口）は 4,546 人増の 

407,716人となり、65歳以上人口のうち、75 歳以上人口は 209,392 人となった。また、15歳

未満人口の割合は国勢調査が開始された大正9年以降最も低かった一方で、65歳以上人口の割合

は大正 9年以降最も高くなったことが報告されている。65歳以上の人口の割合が全人口の 21％

を占めている状態を指す超高齢社会において、青森県は約32％が高齢者である。全国的に超高齢

社会が進む中でも、青森県は高い高齢者率を示している。 

 平成30年度の国民健康・栄養調査 2)によると、高齢者の運動習慣は65歳以上の男性で42.9%、

女性で 36.5％であり、健康日本 21（第二次）で示された目標値の到達には至っていない。青森

県のスポーツ実施率は全国平均を下回る 41.2％であり、運動不足を感じている 60 代は 78.3％、

70歳以上は69.7％に達している。3)  加齢による体力や運動機能の低下、社会的・文化的交流の

減少など、高齢者をめぐる課題はあらゆる地域で対策がとられている。平均寿命の延伸に伴い、

高齢者が健康を維持し、自立した豊かな生活を送るために、運動や社会活動の推進が図られてい

る。 

 高齢者のみならず、幅広い世代で運動習慣の不足が課題である青森県においては、令和元年度

から2年度にかけて、「健康長寿の実現を推進するプロジェクト」の中で、「みんなが主役！スポ

ーツで健康づくり事業」を新規事業として立案した。事業内容は、①「笑顔でおやこ体操教室」、

②「学生による高齢者とのスポレク交流会」、③「親子でスポーツ意欲を高めるイベント」、以上

3 つである。本稿で取り上げる②「学生による高齢者とのスポレク交流会」（以下、交流会）は、

スポーツ・レクリエーション等を通して健康づくりをアドバイスする異世代交流会を実施し、終

了後も高齢者が継続的に運動に取り組めるよう、学生がリーフレットを作成し、参加者に配布す

るというものである。異世代交流を図りながら高齢者の運動の機会を設けることで、高齢者にと

っての運動不足解消と、世代間交流の推進が期待される。 

 世代間交流をかねた健康増進のための様々な取り組みは全国的に行われており、戸田ら（2019）
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は、高齢者と大学生の世代間交流による体力測定会を実施し、医療専門職を目指す学生には教育

として大きな意義があり、高齢者には社会参加への意欲や自身の健康管理において満足度が得ら

れたと報告している。4)  松本（2019）は、理学療法学科の学生による高齢者への転倒予防教室

を定期的に開催し、学生、参加者ともに高い満足度を得ている。5)  医療職や介護職、運動指導

者などを目指す学生にとって、実習以外の場において高齢者の現状を知ることや臨床経験を積む

ことは、自身の課題を見出せる貴重な経験となり、自己研鑽の契機となるだろう。 

 本稿では、保健体育教員やトレーニング指導者を目指す学生が、地域高齢者とのスポーツ・レ

クリエーション交流会を行うことによって、どのような学びや反省点が浮かび上がってきたのか、

また、指導者に必要な資質・能力をどのように捉えているのかを検討していきたい。 

 

２．目  的 

 今年度の「学生による高齢者とのスポレク交流会」の事業内容全体を省みながら、学生の指導

者としての資質に着目し、運動指導において学生自身がどのような資質・能力が必要であると捉

えているかを明らかにすることで、本事業の記録および今後の学生指導の一助とすることを目的

とする。 

 

３．方  法 

（１）参加した学生と高齢者の属性 

 学生は、八戸学院大学健康医療学部人間健康学科のスポーツ科学コースにおける 3つのゼミに

所属する2年生から4年生18名である。ほとんどの学生が運動部に所属しており、教職課程（保

健体育）やJATIの取得を目指す学生である。 

 高齢者は、八戸市老人クラブ連合会に所属する 15名（男性 8名、女性 6名）であり、年齢は

70.5±4.4 歳であった。全員が自家用車で会場まで訪れ、自由に動くことのできる健康な高齢者

であった。 

 

（２）調査期間と内容 

 2019年11月7日（木）、21日（木）および12月5日（木）の13時から1時間程度、YSア

リーナサテライトキャンパスを利用して交流会を実施した。各ゼミの担当した交流会の終了後、

学生に対して記名自記式の質問紙調査を行い、その場で回収した。指導経験を問う質問ののち、

交流会における指導の反省や指導者の資質について問う質問を、5 件法と自由記述による回答で

求めた（表1）。得られた結果は、単純集計を行い記述内容ごとに分類を行った。 
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表1．質問紙調査の内容 

 

 

 

４．結果と考察 

（１）交流会の実施内容 

 1 日目はレクリエーションの一つであるネットパスラリーや、ストレッチ、体操で準備運動を

行ったのち、学生が考案したダンスを中心に活動した。「ダンシング・ヒーロー」の音楽に合わせ、

上半身中心の動きから、足踏みやトータッチ、ヒールタッチなどを加え、次第に全身運動に移行

した（図1）。2日目は運動能力測定および筋力トレーニング、有酸素運動とデュアルタスクを含

んだ複合的な組み合わせの運動を行った。足踏みをしながら手指で数を数えたり、右手と左手で

じゃんけんをしたり、認知症予防を兼ねた運動であった（図 2）。3 日目は タオルを用いたスト

レッチ、下肢の筋力トレーニング、バランス能力を要するレクリエーションを行なった（図 3）。

1回目から3回目の詳細を表2にまとめた。 

 各回で実施する学生と内容が異なることで、アイディアが偏らず、豊富な内容で実施すること

ができた。また、多くの学生が運動指導を経験することができ、自己理解が促され、指導者とし

ての資質について改めて考える機会となった。一方、参加高齢者にとっては、毎回異なる学生が

指導することにより、新鮮さはあるものの指導スタイルや実践方法が異なることに戸惑いがあっ

たことが推測される。学生にとっても、一度きりのイベント的な指導というよりも、参加高齢者

の傾向や特性を把握して、より適切な運動内容を提供することに注力してもらいたいため、来年

度は一貫して同じ学生が指導することを検討したい。また、今回は様々な運動を実施したが、次

年度は一つの運動に絞り、継続して実施することによる効果を検証することも有効だろう。 

 

 

 

 

Q.1 本日を除いて、これまでに運動指導の経験はありますか。「はい」または「いいえ」に丸をつけてください。

Q.2 「はい」と答えた方は指導歴について教えてください。

Q.3 次の質問に5段階で答えてください。

1.指導上の留意点や配当時間を事前によく検討できたか

2.対象者に適切な運動であったか

3.適切な言葉遣いや声かけができたか

4.明確な指示や演示ができたか

5.発問や指示が参加者によく伝わったか

6.指導は難しかったか

7.高齢者と楽しく交流することができたか

Q.4 本日の指導に関する次の質問に対して、自由に記述してください。

1.指導をするにあたって、どのようなところに難しさを感じましたか。

2.反省点や課題を記述してください。

3.指導者に必要な資質・能力は何であると考えますか。

4.感想を自由に記述してください。
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      図1．1回目の様子        図 2．2回目の様子        図 3．3回目の様子 

 

表2．運動内容の詳細 

 

 

（2）学生への質問紙調査 

 運動指導の経験は、13名が経験あり、5名が経験なしであった。指導対象は、小学生から大学

生であり、高齢者への指導経験のある者はいなかった。大学の授業内における模擬授業も含め、

陸上競技やサッカーなど、それぞれの専門競技の指導経験であった。指導内容の振り返りを5段

階評価で質問した結果を平均値と標準偏差で示した（表3）。また、各質問における評価基準別の

割合をグラフで示した（図4）。評価基準は、5：とてもあてはまる、4：少しあてはまる、3:どち

らとも言えない、3：あまりあてはまらない、4：全くあてはまらない、である。指導についての

具体的な質問である質問 1〜5 においては、いずれも高い値を示しており、指導における満足度

の高さがうかがえる。その中で、質問4は最も低い値であり、自由記述においても明確な指示出

しの難しさが見られた。満足が見られる一方で、指導は難しかったかという質問には、80%以上

がとてもあてはまる、少しあてはまると答えていることから、指導全体を通して難しさを感じて
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いることが分かった。しかしながら、90％以上が楽しく交流することができたという評価であり、

難しさよりも楽しさが上回っていたことは明白である。 

 指導の難しさを問う自由記述では、「伝達」と、「対応力」に関する記述の2つに分類できた（表

4）。実際に指導の様子を見ても、説明の仕方や分かりやすい伝え方に苦戦している様子が多くの

学生の様子からうかがえた。「対応力」は、高齢者という特性に合わせた運動内容を考案したり、

想像してきた様子と異なることが分かった際に、速さや回数、運動内容を即興的に変更したりす

ることが難しいと感じていた。対応力は指導経験を積んでいく事で養われるため、今後もこのよ

うな指導の経験を多く積ませるべきであると再確認することができた。 

 反省点や課題を問う自由記述では、「伝達」、「コミュニケーション」、「事前準備」に関する記述

の3つに分類できた（表5）。表4において伝達の難しさを述べている学生が多いことから分かる

ように、反省点や課題でも「伝達」に関する記述が多く見られた。説明が長くなったり、だらだ

らと不明瞭に話したりする学生が多かったため、端的に説明するための要約力や、相手に伝える

ための発声の仕方などを意識して指導していきたい。また、事前準備に関する記述も多かったが、

準備期間中の学生の様子からは、指導する相手の状況を想定して運動内容を考案する想像力の欠

如や、タイムマネジメントの重要性の認識不足などが目立っていた。授業における教師のフロー

体験について研究した木村（2011）は「教師が快感情を強く経験しフローを体験する授業では、

まず事前の授業準備、学習課題に関する教材研究を充実させ、授業展開の見通しを立て易くして

いたと共に、授業中では事前の準備と教材研究で得た知識を活用することで生徒から示される予

想外の発言、質問に対して即興的に対応していたと考えられる」と述べている。6) 事前の準備や

展開の見通しが教師にとって重要であり、受講者にとっても充実した内容となることが示唆され

る。 

 指導者に必要な資質・能力を問う自由記述では、「コミュニケーション」、「知識」、「対応力」、

「ユーモア」に関する記述の2つに分類できた（表6）。特にコミュニケーションについては半数

以上の学生が記述しており、指導者にとって重要な資質・能力として捉えていることが分かる。

日頃からコミュニケーションをとることに苦手意識を持っている学生が多いが、授業や部活動を

通して主体的に他者と関わり、より多くの学生がリーダーシップをとることのできる人材になる

ことを望む。また、「知識」と「対応力」は関連していると推察される。十分な知識があるからこ

そ、言葉を言い換えたり、指導内容を対象者に合わせた内容に即座に変更したりすることに繋が

っていくと考えられる。そして、「ユーモア」に関しては、指導者のもたらすユーモアは、担当す

る授業や講習会、クラス等の楽しさに直結するものと考えられ、小学生の学校の楽しさと教師の

ユーモア行動に関して研究した上田・小林（2008）は「笑うという行為自体がストレスを緩和す

ること、また自分の気持ちの捉え方が変わるということからも、教師のユーモア行動全般におい

て子どもの学校の楽しさに影響を与えたことが考えられる。」と述べている。7) 

 全体の感想を通しても、参加した学生全員が肯定的な感想を記載しており、継続して実施した

いという記述も複数見られた（表7）。 
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表3．指導の振り返りの平均値および標準偏差 

                       図4．各質問における評価基準別の割合 

 

 

表4．指導の難しさに関する記述の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー名 記述内容

「伝達」に関する記述 伝えることが難しい。

説明の伝達度

言葉が出てこなくて難しかった。

運動を理解してもらうこと。

事前に準備していないと説明、フィードバックがすごく大変でした。

全体に伝わっているのか、何回も説明しなきゃいけない点

質問に答える時に分かりやすく説明し、疑問を明確にできるような知識を身につ
けなければいけないこと。

運動のやり方の指導

どのように伝えればいいのか

コミュニケーションをとること。出来る人と出来ない人に同じことをやってもらうこと。

「対応力」に関する
記述

自分たちの体力と高齢者の方の体力の差が思っていたよりも合って休憩のタイミ
ングがわからなくて難しかった。

準備運動のスピード。お年寄りに合ったスピードにすること。

一つ一つの動作がゆっくりなので、合わせるのが難しかった。

運動能力がない人が多いのでそこに合わせること。

高齢者が楽しく運動できて無理のないような内容を考えるのが難しかったです。

高齢者の目線に立って考えることが難しかった。

自分でできると思っていたことが相手にできなかった時。

質問項目 平均値 標準偏差

1.指導上の留意点や配当時間を事前によく検討できたか 3.94 0.73

2.対象者に適切な運動であったか 4.11 0.96

3.適切な言葉遣いや声かけができたか 4.17 1.1

4.明確な指示や演示ができたか 3.72 1.07

5.発問や指示が参加者によく伝わったか 3.89 1.02

6.指導は難しかったか 4.33 0.91

7.高齢者と楽しく交流することができたか 4.67 0.59
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11%	
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表5．反省点や課題に関する記述の分類 

 

 

 

 

表6．指導者に必要な資質・能力に関する記述の分類 

 

 

 

 

カテゴリー名 記述内容

「伝達」に関する記述 もっと上手く伝えられること。

言いたいことをまとめる。簡潔に話す。

もっと具体的に説明すること。

言葉を分かりやすくくだいて説明すること。

分かりやすく話すことがこれからの課題。

はきはき言う。

「コミュニケーション」
に関する記述

コミュニケーションを多くして、楽しく行えられるようにしたい。

コミュニケーションがなかった。

次はもっとふれあいたい。

積極的に教えることができなかった。

笑顔と笑声と積極性

「事前準備」に関する
記述

カンペをなくしたりするともっとスムーズにできたのかなと感じた。もっと事前に練
習してからやるべきだった。

事前準備

配当時間をもっと意識した方が良かった。

無駄な時間が少しあったので時間をうまく使えるようにしたい。

お年寄りに合った準備運動をすること。

曲が少し速めだったので曲選びを大事にしたい。

事前の準備が徹底されていなかった。

カテゴリー名 記述内容

「コミュニケーション」
に関する記述

コミュニケーション能力（同様の回答8名）

伝える力

伝える能力

「知識」に関する記述 知識を身につける

知識、言葉力

伝えたいことを簡単に短くまとめて話せる能力

そのトレーニングをすることによって、どのような効果があるのか一番理解してか
ら教えようとする努力や考え方。

指導内容を自分がきちんと知ること。

「対応力」に関する
記述

分かりやすい発言でゆっくりと。相手をよく観察しながらその人に合った指導を行
う。

対象者の状況を把握し、指導内容を合わせる

相手の立場を考えて言動すること

個人のレベル、状況に合った対応。

「ユーモア」に関する
記述

相手をいかに楽しませられるかだと思う。

笑いをとりながら指導する。
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表7．交流会を実施した学生の主な感想 

 

 

4．まとめ 

 本稿は、青森県教育庁による「みんなが主役！スポーツで健康づくり事業」の一環である「学

生による高齢者とのスポレク交流会」の記録をするとともに、学生の指導者としての資質に着目

し、本事業を通して、運動指導者にはどのような資質・能力が必要であると捉えているかを明ら

かにすることを目的とした。本学の2年生から4年生18名が、高齢者15名（男性8名、女性6

名）を対象に、ゼミごとに分かれ3回の交流会を実施し、終了後に行った質問紙調査の結果をま

とめたものである。他者に分かりやすく説明する伝達の難しさや、相手に合わせて瞬時に対応を

変えるための判断に苦戦しながらも、学びが多く、満足度の高い交流会であったことが分かった。

また、伝達力に加えて、コミュニケーション能力や、事前準備の大切さなど、指導者として必要

な課題に学生自らが気付く契機となった。そして、指導者には、コミュニケーション能力、知識、

対応力、ユーモアが必要であるということを実感したことで、今後の学生生活における意識の変

化に繋がることを願う。また、筆者が担当する授業科目において、これらを補強できるような授

業展開をしていくことが学生の指導力向上に結びつくことになる。今後も一層、学生の特性や現

状をふまえた指導を行なっていきたい。 

 本学の学生にとって、介護等体験や教育実習を除いて実際に指導を体験するのは、模擬授業や、

運動部活動の地域貢献、小学生から高校生を対象にした運動指導のボランティアやアルバイトな

どである。中には模擬授業の経験のみで教育実習を行う学生も少なくない。また、児童・生徒に

指導する経験はあるものの、高齢者と接する機会はほとんどないと言える。今回の交流会では、

高齢者への運動指導という本学学生には経験のない活動であった。来年度も継続して実施し、子

どもから高齢者まで多様な世代に接する中で、地域の健康づくりに広く貢献できるような指導者

を目指してもらいたい。 

 

 

・楽しく行うためにはコミュニケーションをとることが大切だなと感じました。指導を行う対象者がどのような
人なのかよく観察して、準備してきた内容が合っていないと感じた時には瞬時に対応できるようにしたい
です。

・指導内容の説明をすることはとても難しかったが、たくさんの高齢者の方とコミュニケーションをとること
ができてとても楽しかったです。

・このような経験ができて良かった。将来に役立ちそうなので、これからもこのような機会を与えてくれたら
良いです。

・良い経験になりました。定期的に行ったらいいなと思いました（高齢者のためにも、自分たちのためにも）。

・予想以上に楽しむことができた。幅広い世代の人と交流を深め、指導力を向上させていきたい。

・面白かったです。より良くするためにもう少し伝える事、触れ合う事があったら良かったなと思いました。
良い経験になりました。ありがとうございました。

・介護等体験以外で高齢者と接する機会があって良かったと思います。初対面の人とも話せる力を身に
付けたいです。

・とても緊張したけど、とても楽しくできた。一つ一つ言葉を選んで話す事が難しくて、説明することの大変
さを実感した。最後踊り終えたとき、達成感でいっぱいになった。とても良い経験になった。

・今回に向けて事前にシュミレーションを行いましたが、あまり思うようにできませんでした。でも普段は関
わらない高齢者の方と交流することができてとても楽しかったし、次があるならまたぜひ参加したいです。
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